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1. 法人概要 

1-1：一般社団法人の名称 

    一般社団法人 大学アライアンスやまなし 
 

1-2：事務所の所在地 

    山梨県 甲府市 武田四丁目 3 番 11 号 
 

1-3：一般社団法人設立年月日 

    令 和 元 年 12 月 18 日 

1-4：大学等連携推進法人の認定を受けた年月日 

    令 和 3 年 3 月 2 9 日 

 

2. 活動概要 
 一般社団法人 大学アライアンスやまなし（以下、本法人）は、山梨大学と山梨県立大学（以下、

両大学）間や両大学と研究機関等との間における各種連携事業を行い、地域を支える人材育成

やイノベーションの進展に寄与するとともに、地域の発展に資することを目指し、積極的に事業を

推進している。 

 

 令和 6 年度においては、 “大学等連携推進法人”である本法人の参加法人会員である両大学

は、教学上の特例措置を活用した合計 187 科目の連携開設科目の実施にあたり、教養教育分

野では、両大学のリソースを最大限活用し、効率化及び質の向上の観点から相互に補完できる

科目については廃止するとともに、新規科目として 63 科目を開設するなど科目の充実を図っ

た。 

 

また、連携開設科目の履修環境について、令和 6 年度から両大学の学年暦の統一、授業回数

調整のための授業日の振替など、着実に課題の解消に向けた取組みを進め、さらには連携事業

実施委員会傘下の各検討 WG を中心に、第 2 期中期事業計画に沿って、管理運営に係る共同

調達や、合同の教職員研修の開催など両大学間での幅広い分野での連携事業を実施した。 

 

 大学等連携推進法人制度を活用する補助事業（地域活性化人材育成事業～SPARC～）の実

施にあたっては、引き続き本法人の枠組みにおいて、その円滑な事業実施に寄与するべく、大学

間の連携及び調整に協力し、さらには本法人の地域社会に対する説明責任の観点からは、ホー

ムページやチラシだけでなく、令和 6 年度に開設したインスタグラム等も活用して、本法人の意

義や連携事業の成果、法人運営に係る課題などの他機関が必要とする情報の積極的な発信に

努めるなど、令和 6 年度事業計画を概ね予定どおり実施した。 
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3. 事業活動 

3-1：総務関係 

3-1-1：会議等の開催 

本法人の事業運営および財務等に関する重要事項を審議するため、次の会議等を開催し

た。また、具体的な連携事業等の協議や教育分野に係る質保証を担保するため、各種委員会

及び検討 WG などを開催した。 

 

（1） 総会 

 令 和 6 年 6 月 24 日（月） 令和 6 年度 定時総会  

 令和 6 年 10 月 21 日（月） 令和 6 年度 第 1 回臨時総会  

 令 和 7 年 3 月 26 日（水） 令和 6 年度 第 2 回臨時総会  

 

（2） 理事会 

 令 和 6 年 6 月 7 日（金） 令和 6 年度 第 1 回 理事会  

 令 和 6 年 10 月 8 日（火） 令和 6 年度 第 2 回 理事会（決議の省略）  

 令和 6 年 12 月 17 日（火） 令和 6 年度 第 3 回 理事会  

 令 和 7 年 3 月 26 日（水） 令和 6 年度 第 4 回 理事会  

 

（3） 大学等連携推進評議会 

 令 和 7 年 1 月 16 日（木） 第 4 回 大学等連携推進評議会  

 

 

（4）その他会議等 

① 連携事業実施委員会 

 令 和 6 年 5 月 17 日（金） 第 14 回 連携事業実施委員会（メール会議）  

 令 和 6 年 9 月 5 日（木） 第 15 回 連携事業実施委員会  

 令 和 6 年 11 月 7 日（木） 第 16 回 連携事業実施委員会  

 令 和 7 年 3 月 6 日（木） 第 17 回 連携事業実施委員会（メール会議） 

 

② 教育の質保証委員会 

 令 和 6 年 5 月 17 日（金） 第 13 回 教育の質保証委員会（メール会議） 

 令 和 6 年 8 月 1 日（木） 第 14 回 教育の質保証委員会  

 令和 6 年 10 月 10 日（木） 第 15 回 教育の質保証委員会  

 令 和 7 年 3 月 11 日（火） 第 16 回 教育の質保証委員会  
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③ 連携事業実施委員会傘下の検討 WG 

 教養教育 WG 〔令和 6 年 4 月 19 日（金） 外 合計 6 回〕 

 看護教育 WG 〔令和 6 年 4 月 19 日（金） 外 合計 4 回〕 

 幼児教育 WG 〔令和 6 年 9 月 30 日（月） 外 合計 4 回〕 

 教職課程 WG 〔令和 6 年  7 月 2 日（火） 外 合計 5 回〕 

 社会科学・地域貢献 WG 〔令和 6 年 8 月 27 日（火） 外 合計 3 回〕 

 管理運営 WG 〔WG 開催の実績はないが、令和 6 年度事業計画及び工程表に基づき、

管理運営に関する検討事項ごとの両大学担当部署が協力して事業を実施〕 

 学生支援 WG 〔令和 7 年 2 月 28 日（金） 外 合計 1 回〕 

 共同研究推進 WG 〔令和 6 年 12 月 2 日（月） 外 合計 3 回〕 

 

 

④ 記者発表等 

 該当事項なし 

 

⑤ その他 

 該当事項なし 

 

3-1-2：事務局の整備 

会員との正確かつ迅速な情報共有を図ることで効果的な連携体制を構築し、会議等をはじ

め運営をスムーズに行っていくため、次のとおり、事務局の機能を強化するとともに、各種申請

及び届出等を行った。 

 

（1） 事務局運営に係る業務改善 

 円滑な事務局運営を行うことを目的に事務局会議を開催し、事務局内の意思統一や業

務スケジュールを共有するとともに、両大学の事務担当者との連絡体制を強化した。 

 

（2） 法人運営に必要となる各種規則等の整備 

 該当事項なし 

  

（3） 関係機関等への諸手続き 

 一般社団法人及び大学等連携推進法人の認定に係る諸手続きを適切に行った（詳細は、

「6.登記・届出事項」を参照）。 

 

 

3-1-3：広報機能の強化 

本法人の活動状況や、大学間連携の枠組みを活用した事業について、両大学の学生及び

地域社会をはじめとする関係者に広く周知するため、次のとおり、様々な媒体を活用し、広報
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活動を展開した。また、マスメディアや他機関から問合せ等についても、大学等連携推進法人

制度の普及等の観点から積極的に対応した。 

 

（1） 参加大学の学生及び高校生を対象としたホームページの充実 

 適宜、本法人の活動状況に係る記事の投稿や概要説明等の記事の更新を行った。 

 

（2） 参加大学の学生への活動内容の周知活動 

 令和 6 年 8 月に大学アライアンスやまなしの公式 Instagram を開設し、連携開設科目

を履修した学生へのインタビューの様子や授業の様子、両大学の施設紹介などを動画

で投稿した。 

 

 両大学の事務担当者と連携し、各大学のホームページや大学案内に本法人や連携開設

科目に係る情報を掲載するとともに、ガイダンス等の機会や施設を活用し、連携事業に

係る各種資料の配付や掲載を行うなど、学生への周知を行った。 

 

 両大学の学生宛に送付する、連携開設科目の紹介及び公式 Instagram へのアクセス

を目的としたチラシをそれぞれ作成し、配付した。 

 

（3） 地元高校生をはじめとする進学希望者を対象とした PR 活動 

 オープンキャンパス等で配布するチラシを両大学の担当部局へ送付し、配布依頼を行っ

た。 

 

 両大学の連携活動を紹介するポスター18 枚を甲府市役所に掲示依頼し、甲府市役所本

庁舎をはじめ公民館等に掲示された。また、同ポスターを山梨県庁へ持参し、山梨県内の

高等学校への掲示依頼を行った。 

 

（4） 各種連携事業の実績等の広報 

 連携開設科目を履修した学生へのインタビューを「学生の声」として、学生向け HP「大学

アライアンスやまなし for students」に 5 件の記事を掲載した。 

 

 連携開設科目を担当する教員へのインタビュー及び授業見学の様子を「授業風景」とし

て、学生向け HP「大学アライアンスやまなし for students」に 8 件の記事を掲載した。 

 

 

（5） 報道機関等からの取材対応 

 本法人の事業構想、両大学の連携事業などの活動や、大学間連携の意義を広く社会に 

発信することで本法人等に対する理解促進を図るべく、報道機関などの取材に適宜対

応した。 
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（6） 高等教育機関等からの問合わせ対応 

 大学や関係団体等からの一般社団法人の設立及び運営、大学間連携事業に対する問

合せ等に適宜対応した。 

 

（7） ホームページを活用した本法人の適切な情報公開 

 本法人の活動状況に係る記事の投稿や公開情報等の更新を行った。 

 大学等連携推進法人の認定等に関する規程第 7 条第 1 項の規定に基づき、事業報告

書、決算書類（貸借対照表・正味財産増減計算書）、監査報告書を本法人のホームページ

に公表した〔令和 6 年 6 月 25 日（火）〕。 

 

（8） その他 

 山梨大学（甲府キャンパス）B-1 号館 3 階事務所前の掲示板に令和 5 年度の貸借対照

表を掲載した〔令和 6 年 6 月 25 日（火）〕。 

 

3-1-4：本法人の名義使用状況 

本法人の名義使用について、参加法人会員の各部署からの申請に基づき、下記に示す事 

業について名義使用の許可を行った。 

 

（1） 共催 

① 申請機関 ： 国立大学法人 山梨大学（主催）  

事 業 名 ： 幼児期における健やかな育ちのための運動のあり方 

～運動遊びの重要性～  

許可期間 ： 令和 7 年 3 月 8 日（土） 

 

（2） 後援 

 該当事項なし 

 

3-2：大学等連携推進事業関係 

3-2-1：大学等連携推進事業の運営体制の強化 

地域社会及び学生のニーズを把握し、両大学が連携して行う各種事業に反映できる体制を

整え、本法人が一定のガバナンスを掛けることで実効性を担保する仕組みを構築した。 

 

（1） 大学等連携推進評議会を活用し、様々なステークホルダー等からの本法人の事業内容 

や運営に対する意見を聴取 

 第 4 回大学等連携推進評議会を令和 7 年 1 月 16 日(木)に開催し、自治体・産業界・

教育機関・大学同窓会など地域の高等教育に関わるステークホルダーからなる評議員
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から、本法人の運営や活動状況に対する意見を伺うとともに、参加法人会員に対する要

望など様々な意見をいただき、昨今の地域等からの高等教育に対するニーズ把握を行

った。 

 

（2） 地域社会からの高等教育に対する意見等を聴取するため、関係機関等との連携を検討 

 地域等からの高等教育に対する意見等を反映できる体制を継続し、第 4 回大学等連携

推進評議会において、産業・医療・教育・子育て支援などの地域課題に対応できる人材

育成やそのために必要な地域の関係機関や地元企業との連携について、地域の高等教

育に関わるステークホルダーとの意見交換を実施した。 

 

 教養教育 WG において、「連携開設科目」に関して、教員及び在学生に対するアンケー

ト調査を実施し、運用上の課題や、学生のニーズ等の把握を行った。 

 

（3） 参加大学の大学間連携に係る関連部署と定期的に情報共有や、意見交換を実施するこ

とで、企画・立案機能を強化 

 本法人の運営等に係る課題の共有及び継続的な協議を可能とするための事務局会議

を、原則毎月第 2 水曜日に開催し、迅速な対応を可能とする体制を維持しながら円滑な

業務の遂行に努めた。 

 

3-2-2：連携事業の検討体制の整備 

 連携事業の円滑な実施や教育の質を担保する仕組みの構築を目的に、次の活動を行った。 

 

（1） 連携事業実施委員会の活動 

 アライアンスの第 2 期中期事業計画に基づき策定された令和 6 年度事業計画書によ

り、各検討 WG に事業の実施を依頼した。 

 

 令和 5 年度連携開設科目事業の点検・評価の検証について、教育の質保証委員会から

提出された連携開設科目事業に係る、教育の質保証の観点からの検証結果を踏まえ、

本委員会としての検証について協議を行い、全体評価は「Ⅲ（事業全体が概ね計画どお

り実施されている）」と決定した。 

 

 教養教育 WG、看護教育 WG、幼児教育 WG 及び教職課程 WG から提出のあった連

携開設科目について、令和 7 年度の連携開設科目事業に係る事業計画書等について

協議し、適当と判断されたことから、教育の質保証委員会に質保証の観点からの検証を

依頼した。 

 

 令和 7 年度の連携開設科目は、令和 6 年度から 9 科目減の 178 科目を開講予定とし

て、教養教育改革の推進による影響から、連携開設科目の開設に若干の減少は見られ
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たものの、基本的にはこれまでの科目を継続しつつ、新たに連携開設科目担当に申し出

のあった科目について、学生から要望のあった自大学にはない科目を中心に、科目を実

施する方向で取り組むこととした。 

 

（2） 教育の質保証委員会の活動 

 「連携開設科目事業の点検・評価にあたっての評価基準」のうち、開始から 3 年目ごとに

実施することになっている「事業プログラム（連携開設科目事業）の成果に関する観点」

について審議し、評価基準の一部改正を行った。 

今回、教養教育 WG が担当する連携開設科目事業が事業開始から 3 年目となり評価

を行った。 

 

 令和 5 年度に実施した連携開設科目事業について、教養教育 WG、看護教育 WG、幼

児教育 WG 及び教職課程 WG が行った自己評価及び個々の委員による評価を踏まえ

て、教育の質保証の観点からの教育の質保証委員会としての検証結果を協議、決定し、

連携事業実施委員会に検証結果を通知した。 

 

 連携事業実施委員会からの依頼に基づき、令和 7 年度に実施する連携開設科目の事

業計画及び令和 6 年度をもって廃止する科目について、教育の質保証の観点から総合

的に検証を行い、「適正」と判断し、その旨を連携事業実施委員会へ回答した。 

 

3-2-3：具体的な大学間連携事業の実施 

 次のとおり、教育・研究分野をはじめとする様々な分野での連携事業を実施した。 

 

(1) 学生教育の充実 

① 令和 5 年度のアンケ―ト集計結果をもとに、履修申告・方法等の詳細が記載された履修

ガイドの作成を行うなど、学生の教育環境整備、特にオンライン授業のサポートを充実さ

せた。 

教養教育分野では 176 科目の連携開設科目を開設し、両大学をあわせて 456 名（延

べ人数）が受講した。 

 山梨大学主幹科目 106 科目（県立大学の受講学生数 212 名） 

 山梨県立大学主幹科目 70 科目（山梨大学の受講学生数 244 名） 

 

② 山梨大学では令和 7 年度開始の教育改革に向けて、山梨大学・山梨県立大学における教

養教育の連携基本方針に基づき、多くの共通教育科目をクオーター科目として開設でき

るように準備し、学生の履修における利便性の向上を図った。また、対面授業の増加に伴

い、特定曜日に連携開設科目の集中化を図るなど、学生の受講の利便性を向上させる取

り組みを行った。 
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③ 山梨県立大学は令和 6 年度に行った教養教育改革に伴い教養教育科目の 25.6%の削

減（令和 4 年度比）を実現した。山梨大学においても令和 7 年度に教養教育改革を行う

予定であり、科目数を大幅に削減し教養教育課程の効率化を図る。 

 

（2） 高度専門人材の養成 

① 看護教育分野では、大学院修士課程において連携開設科目が 7 科目開設され、1 名が

受講した。 

 山梨大学主幹科目 2 科目 

 山梨県立大学主幹科目 5 科目（山梨大学の受講学生数 1 名） 

また、学部専門科目における連携開設科目の設置に向けたプロジェクトメンバーを選出

し、検討を開始した。 

 

② 幼児教育分野では、令和 5 年度に引き続き、「継続観察実習」（山梨大学主幹科目）及び

「保育者指導」（山梨県立大学主幹科目）の 2 科目を連携開設科目として開設し、1 名が

受講した。 

 山梨大学主幹科目 1 科目 

 山梨県立大学主幹科目 1 科目（山梨大学の受講学生数 1 名） 

 

③ やまなし幼児教育センターが企画・運営する園内研修リーダー育成研修に両大学の教員

が講師として指導を行った（計７回）。また、幼児教育アドバイザー訪問事業にアドバイザ

ーとして県内園・所を訪問し、各園・所の取組への助言・支援を行った（計 27 回）。 

 

④ 幼児期運動指針（文部科学省 H24.3 策定）を踏まえ、保育等現場で取り入れられる運動

遊びの実践事例を交えながら、幼児期における運動の意義・重要性について参加者と議

論を深めることを目的として、シンポジウムを開催した。 

 幼児期における健やかな育ちのための運動のあり方～運動遊びの重要性～ 

開催日：令和 7 年 3 月 8 日（土） 

参加人数：64 名（山梨県内幼稚園、保育所、認定こども園の関係者、 

保育者養成課程を置く大学の関係者、学生、行政関係者 ほか） 

 

⑤ 教職課程分野では、「英米文学講読Ⅱ」（山梨大学主幹科目）及び「欧米の国際関係」（山

梨県立大学主幹科目）の 2 科目を連携開設科目として開設し、4 名が受講した。 

 山梨大学主幹科目 1 科目（山梨県立大学の受講学生数 1 名） 

 山梨県立大学主幹科目 1 科目（山梨大学の受講学生数 3 名） 

 

⑥ 学部専門科目では、令和 8 年度から「工学科特別講義」（山梨大学主幹科目）及び「キャ

リアデザイン実践」（山梨県立大学主幹科目）の 2 科目を連携開設科目として開設するこ

ととした。 
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（3） 教育資源の有効活用 

① 両大学の学生を対象とした共同就職支援事業の開催について、教育資源を有効活用し

てのインターンシップ向けマナー講座などを両大学が共催で実施した。 

 

② 両大学間の文献複写・現物貸借に係る送料（原則利用者負担）の無償化措置を令和 6

年度においても継続した。なお、令和 6 年度の利用状況は 87 件（30,604 円）であった。  

 

③ リカレント教育プログラムの実施に向けた、大学アライアンスやまなしの枠組みを活用す

る連携内容の検討について、PENTAS YAMANASHI の実施や SPARC 事業におけ

る実施計画を踏まえた連携内容の検討を継続することとなった。 

 

④ 両大学間の研究力向上と新たな研究領域の開拓を目指し、共同研究を推進するための

アンケート調査を実施した。この結果を踏まえ、研究者間の交流促進、合同ワークショッ

プの開催、各大学で運用している学内研究助成システムの見直しなどを検討することと

した。 

 

（4） 学生間及び教職員間の交流 

① 山梨大学国際化推進センター主催で開催している「外国語カフェ」他のイベントを山梨

県立大学の学生にも開放し、両大学から延べ 3,739 名の参加があった。 

 

② 両大学の研究活動活性化と共同研究の更なる推進に向け、研究成果報告会や研修会

に関する情報交換を行った。その一環として、令和 6 年 12 月に山梨大学で開催された

「ナシダイ諸学融合シンポジウム」には山梨県立大学から 2 名、令和 7 年 3 月に山梨県

立大学で開催された「山梨県立大学地域研究交流センター成果報告会」には山梨大学

から 2 名の参加があった。 

 

③ 職員研修の相互開放として、両大学で行った全 21 回の合同研修会（山梨大学主催 18

回、山梨県立大学主催 3 回）に、両大学合わせて延べ 3,977 名（山梨大学 3,737 人、

山梨県立大学 240 人）が参加した。 

 

（5） 効率的な大学運営 

 共同運用しているインターネット利用による物品等購入について、両大学でインターネッ

ト利用購入の推奨に努めた結果、値引率は令和 5 年度から引き続きネット価格から 8％

の値引率適用となっている。 

 

 共同調達を行っている電気は、価格高騰が続く状況ではあるが、令和 6 年 10 月より新

契約を鈴与電力と締結し、スケールメリットを活かした契約単価の低下による経費削減

に努めた。 
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 令和 6 年度から機械警備業務について新たに共同調達を開始した。また、令和 5 年度

に引き続き、コピー用紙・封筒・電気消耗品類・紙類（トイレットペーパー・ティッシュペー

パー）等の共同調達を行った。 

 

（6） 教学管理体制 

本法人では、理事会の下に 2 つの委員会を置いて教学管理体制を整え、連携教育事

業の実施にあたっている。“連携開設科目事業”に係る教学管理体制は以下のとおりであ

る（体制図参照）。 

 

 各検討 WG では、連携開設科目事業の実施に係る事業計画を策定する。この際、各検

討 WG においては、原則として主幹大学の質保証システムを活用し、科目の内容、方

法、実施計画及び成績評価の方法や基準等について、参加大学間での協議の場として

情報共有を行う。 

 

 各検討 WG は、連携事業実施委員会に対して事業実施を要望し、連携事業実施委員

会は、要望のあった事業について協議を行い、実施を了承したときは、教育の質保証委

員会に対し、連携開設科目事業の質保証の観点からの検証を依頼する。 

 

 教育の質保証委員会は、「連携開設科目事業の実施にあたっての評価基準」に基づき、

事業計画の内容を審議し、結果を連携事業実施委員会へ回答する。連携事業実施委員

会は、その結果を踏まえ、理事会へ事業計画書を提出し、審議を依頼する。理事会は審

議結果を連携事業実施委員会へ通知し、承認された連携開設科目事業が実施される。 

 

 

3-2-4：その他 

 該当事項なし 
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4. 役員等の人事 

4-1：理事・監事 

役職 氏名 異動年月日 異動事由 所属機関名及びその役職名 

理 事 

（ 代 表 ） 
中 村  和 彦 

令和 5 年 3 月 6 日 

令和 5 年 6 月 27 日 

就 任 

重 任 

山梨大学 

学長 

理 事 

（ 副 代 表 ） 
早 川  正 幸 

令和元年 12 月 18 日 

令和 3 年 6 月 30 日 

令和 5 年 6 月 27 日 

就 任 

重 任 

重 任 

山梨県立大学 

理事長・学長 

理 事 黒 澤  尋 
令和 5 年 4 月 1 日 

令和 5 年 6 月 27 日 

就 任 

重 任 

山梨大学 

理事・副学長 

理 事 奥 田  徹 
令和 5 年 4 月 1 日 

令和 5 年 6 月 27 日 

就 任 

重 任 

山梨大学 

理事・副学長 

理 事 奥 秋  浩 幸 
令和 3 年 6 月 30 日 

令和 5 年 6 月 27 日 

就 任 

重 任 

山梨県立大学 

理事 

理 事 八 代  一 浩 令和 6 年 4 月 1 日 就 任 
山梨県立大学 

理事・副学長 

理 事 進 藤  中 

令和元年 12 月 18 日 

令和 3 年 6 月 30 日 

令和 5 年 6 月 27 日 

就 任 

重 任 

重 任 

株式会社山梨中央銀行 

相談役 

理 事 吉 岡  俊 昭 令和 5 年 6 月 27 日 就 任 
株式会社山梨放送 

常務取締役 

理 事 長 田  公 令和 5 年 6 月 27 日 就 任 山梨県 副知事 

理 事 小 澤  清 孝 令和 6 年 6 月 24 日 就 任 山梨県 県民生活部長 

理 事 

（専務理事） 
山 田  徹 

令和 5 年 6 月 27 日 

令和 7 年 3 月 31 日 

就 任 

辞 任 

山梨大学 

地域大学連携推進室長 

監 事 八巻 佐知子 

令和元年 12 月 18 日 

令和 3 年 6 月 30 日 

令和 5 年 6 月 27 日 

就 任 

重 任 

重 任 

八巻法律事務所 

弁護士 

監 事 久保嶋 正子 

令和元年 12 月 18 日 

令和 3 年 6 月 30 日 

令和 5 年 6 月 27 日 

就 任 

重 任 

重 任 

中山・久保嶋会計 

公認会計士 

任期は令和 7 年度定時総会の終結時まで 
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（参考）役員の退任状況 

役職 氏名 異動年月日 異動事由 所属機関名及びその役職名 

理 事 上 野  良 人 
令和 5 年 6 月 27 日 

令和 6 年 6 月 24 日 

就 任 

辞 任 
前 山梨県 県民生活部長 

 

 

4-2：大学等連携推進評議員 

役職 氏名 異動年月日 異動事由 所属機関名及びその役職名 

評 議 員 

（ 議 長 ） 
窪 田  淳 令和 5 年 10 月 20 日 就 任 

甲府市 

副市長 

評 議 員 生 山  裕 晃 令和 5 年 10 月 20 日 就 任 
株式会社テレビ山梨 

編成部長 

評 議 員 小 川  忍 令和 5 年 10 月 20 日 就 任 
山梨県看護協会 

専務理事 

評 議 員 金 井  哲 也 令和 6 年 10 月 25 日 就 任 
山梨県公立小中学校長会 

会長 

評 議 員 橘 田  浩 令和 6 年 10 月 25 日 就 任 
山梨県高等学校長協会 

会長 

評 議 員 佐 久 間  悟 令和 5 年 10 月 20 日 就 任 

株式会社 

ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ 

代表取締役社長 

評 議 員 辻  浩 幸 令和 6 年 10 月 25 日 就 任 
山梨県高等学校 PTA 連合会 

会長 

評 議 員 内 藤  裕 利 令和 5 年 10 月 20 日 就 任 
公益財団法人山梨県国際交流協会 

事務局長 

評 議 員 野 田  嘉 明 令和 5 年 10 月 20 日 就 任 
山梨大学全学同窓会 

会長 

評 議 員 八 田  政 久 令和 5 年 10 月 20 日 就 任 
駿台甲府小学校・中学校・高等学校 

副理事長 

評 議 員 早 川  幸 夫 令和 6 年 10 月 25 日 就 任 
山梨県経営者協会 

専務理事 

評 議 員 矢 﨑 美 恵 子 令和 6 年 10 月 25 日 就 任 
山梨県立大学同窓会 

代表〔富桜会 会長〕 

任期は令和 7 年 10 月 19 日まで 

 

 



 

 

15 

 

（参考）評議員の退任状況 

役職 氏名 異動年月日 異動事由 所属機関名及びその役職名 

評 議 員 一之瀬  滋輝 
令和 5 年 10 月 20 日 

令和 6 年 9 月 30 日 

就 任 

辞 任 

前 山梨県経営者協会 

専務理事 

評 議 員 上 田  真 司 
令和 5 年 10 月 20 日 

令和 6 年 7 月 26 日 

就 任 

辞 任 

前 山梨県公立小中学校長会 

会長 

評 議 員 小 林  智 
令和 5 年 10 月 20 日 

令和 6 年 7 月 26 日 

就 任 

辞 任 

前 山梨県高等学校長協会 

会長 

評 議 員 金 井  一 憲 
令和 5 年 10 月 20 日 

令和 6 年 7 月 28 日 

就 任 

辞 任 

前 山梨県高等学校 PTA 連合会 

会長 

評 議 員 矢 嶋  千 鶴 
令和 5 年 10 月 20 日 

令和 6 年 7 月 29 日 

就 任 

辞 任 

前 山梨県立大学同窓会 

代表〔富桜会 会長〕 

 

 

 

4-3：参与 

役職 氏名 異動年月日 異動事由 所属機関名及びその役職名 

参 与 片 田  晋 
令和 6 年 6 日 7 日 

令和 7 年 3 月 31 日 

就 任 

任期満了 

山梨大学 

理事・副学長 

参 与 相 原  正 志 
令和 6 年 6 日 7 日 

令和 7 年 3 月 31 日 

就 任 

任期満了 

山梨県立大学 

理事 

参 与 志 村  尚 紀 
令和 6 年 6 日 7 日 

令和 7 年 3 月 31 日 

就 任 

任期満了 

山梨大学 

副理事・総務企画部長 

任期は令和 7 年 3 月 31 日まで 

4-4：顧問 

役職 氏名 異動年月日 異動事由 所属機関名及びその役職名 

顧 問 島 田  眞 路 令和 5 年 6 月 27 日 就 任 山梨大学 前学長 

顧 問 清 水  一 彦 令和 5 年 6 月 27 日 就 任 山梨県立大学 前理事長・学長 

任期は令和 7 年度定時総会の終結時まで 
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4-5：委員会委員 

4-5-1：連携事業実施委員会 

役職 氏名 異動年月日 異動事由 所属機関名及びその役職名 

委 員 長 早 川  正 幸 令和元年 12 月 18 日 就 任 
（一社）大学アライアンスやまなし 

副代表 

委 員 黒 澤  尋 令和 5 年 7 月 4 日 就 任 
（一社）大学アライアンスやまなし 

理事 

委 員 八 代  一 浩 令和 6 年 6 月 7 日 就 任 
（一社）大学アライアンスやまなし 

理事 

委 員 奥 秋  浩 幸 令和 3 年 6 月 15 日 就 任 
（一社）大学アライアンスやまなし 

理事 

委 員 山 田  徹 
令和 5 年 7 月 4 日 

令和 7 年 3 月 31 日 

就 任 

退 任 

（一社）大学アライアンスやまなし 

理事 

委 員 片 田  晋 
令和 5 年 7 月 4 日 

令和 7 年 3 月 31 日 

就 任 

退 任 

山梨大学 

理事・副学長 

委 員 渡 邊  裕 子 
令和 3 年 6 月 15 日 

令和 6 年 6 月 7 日 

就 任 

退 任 

山梨県立大学 

理事・副学長 

（令和 7 年 3 月 31 日現在） 
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4-5-2：教育の質保証委員会 

役職 氏名 異動年月日 異動事由 所属機関名及びその役職名 

委 員 長 奥 田  徹 令和 5 年 6 月 8 日 就 任 
（一社）大学アライアンスやまなし 

理事 

委 員 黒 澤  尋 令和 5 年 7 月 4 日 就 任 
（一社）大学アライアンスやまなし 

理事 

委 員 塙  雅 典 令和元年 12 月 18 日 就 任 
山梨大学 副学長 

大学教育・DX 推進センター長 

委 員 長谷川 千秋 令和 5 年 7 月 4 日 就 任 
山梨大学 学長補佐 

附属教育実践総合センター長 

委 員 八 代  一 浩 令和 6 年 6 月 7 日 就 任 
（一社）大学アライアンスやまなし 

理事 

委 員 申  龍 徹 令和 5 年 7 月 4 日 就 任 
山梨県立大学 

国際政策学部 学部長 

委 員 柳 田  正 明 令和 5 年 7 月 4 日 就 任 
山梨県立大学 

人間福祉学部 学部長 

委 員 泉 宗  美 恵 令和 5 年 7 月 4 日 就 任 
山梨県立大学 

看護学部 学部長 

委 員 渡 邊  裕 子 
令和 5 年 7 月 4 日 

令和 6 年 6 月 7 日 

就 任 

退 任 

山梨県立大学 

理事・副学長 

（令和 7 年 3 月 31 日現在） 
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4-6：事務局体制 

役職 氏名 異動年月日 異動事由 所属機関名及びその役職名 

事務局長 山 田  徹 
令和元年 12 月 18 日 

令和 7 年 3 月 31 日 

就 任 

辞 任 

山梨大学 

地域人材養成センター 

地域大学連携推進室長 

事 務 局 
次 長 

主 査 
山 中  章 平 

令和 6 年 7 月 1 日 

令和 6 年 7 月 1 日 

令和 7 年 3 月 31 日 

就 任 

兼 務 

辞 任 

山梨大学 

地域人材養成センター支援室長 

事 務 局 

次 長 
三 井  博 志 令和 6 年 4 月 1 日 就 任 

山梨県立大学 

副理事長・事務局長 

専門職員 山 本  英 生 令和 4 年 4 月 1 日 就 任 
山梨県立大学 

経営企画課 副主査 

大学連携 

C D 
大 澤  正 弘 令和 5 年 4 月 1 日 就 任 

山梨大学 

地域人材養成センター支援室 

参事 

事務局員 森 山  仁 
令和 5 年 10 月 1 日 

令和 7 年 3 月 31 日 

就 任 

辞 任 

山梨大学 

地域人材養成センター支援室 

一般職員 

事務局員 小 田 切  麻 衣 令和元年 12 月 18 日 就 任 

山梨大学 

地域人材養成センター支援室 

事務補佐員 

事務局員 梅 澤 佳 世 令和 6 年 5 月 1 日 就 任 

山梨大学 

地域人材養成センター支援室 

事務補佐員 

事 務 局 
次 長 

主 査 
窪 田  鉄 哉 

令和 6 年 4 月 1 日 

令和 6 年 4 月 1 日 

令和 6 年 6 月 30 日 

就 任 

兼 務 

辞 任 

山梨大学 

地域人材養成センター支援室長 

（令和 7 年 3 月 31 日現在） 

 

※ 「所属機関名及びその役職名」について、退任・辞任した役職員は退任時の役職、現職は令

和 7 年 3 月 31 日現在の役職を記載している。 

※ CD：coordinator（コーディネーター）の略 
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5. 監査状況等 

5-1：業務監査 

 監事が令和 6 年度に開催された各理事会に出席し、業務の執行状況を確認した。 

 

 令和 7 年 5 月 23 日（金）に令和 6 年度における事業報告書（案）に基づき、業務監査を実施し

た。 

 

5-2：会計監査 

 令和 7 年 5 月 23 日（金）に令和 6 年度における会計監査を実施した。 

 

6. 登記・届出事項 

 

（1） 山梨県（総合県税事務所） 

 令和 6 年度 県民税の均等割申告書の提出〔令和 6 年 4 月 4 日（木）〕 

 

（2） 甲府市 

 令和 6 年度 市民税の均等割申告書の提出〔令和 6 年 4 月 4 日（木）〕 

※ 課税管理室市民税課法人諸税係 

  

（3） 甲府地方法務局 

 変更登記申請：理事の変更〔登記年月日：令和 6 年 4 月 11 日（木）〕 

※ 3 月 31 日 1 名（辞任）、4 月 1 日 1 名（就任）の変更登記 

 変更登記申請：理事の変更〔登記年月日：令和 6 年 7 月 5 日（金）〕 

※ 6 月 24 日理事（辞任及び就任各 1 名）の変更登記 

 

（4） 甲府税務署 

 令和 6 年分 給与所得の源泉徴収票関係書類一式の提出（郵送）  

〔令和 7 年 1 月 17 日（金）〕 

 

（5） 各市町村 

 令和 7 年度（令和 6 年分）給与支払報告書の提出（郵送）〔令和 7 年 1 月 17 日（金）〕 
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（6） 文部科学省（高等教育局 高等教育企画課 高等教育政策室） 

 大学等連携推進法人の認定等に関する規程第 7 条第 1 項の規定に基づき、事業報告

書、決算書類（貸借対照表・正味財産増減計算書）、監査報告書を文部科学大臣宛で提

出した〔令和 6 年 6 月 25 日（火）〕。 

 

 

7. 会員一覧 

7-1：参加法人会員 

法人名 
設置者が設置する 

大学名 
代表者 入会日 備考 

国立大学法人 

山 梨 大 学 
山 梨 大 学 中 村  和 彦 － 設立時社員 

公立大学法人 

山梨県立大学 
山 梨 県 立 大 学 早 川  正 幸 － 設立時社員 

（令和 7 年 3 月 31 日現在） 

7-2：参加団体会員 

 なし 

 

8. 附属明細書 

令和 6 年度事業報告には、｢一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則｣第 34

条第 3 項に規定する附属明細書に記載すべき｢事業報告の内容を補足する重要な事項｣が存在

しないので、これを作成しない。 

 

以上 

 

  



 

 

21 
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（別紙） 

令和 6 年度 連携開設科目 履修状況について（山梨大学・山梨県立大学） 
 

（教養教育分野）                 注）番号が網掛けになっているものは「継続科目」、白地は「新規科目」です。 

 
山梨大学 山梨県立大学

1 教養科目

江戸時代から続く本学と山梨の教育の歴史
及び欧米と日本の大学の歴史を学ぶことを
通じて、近現代史を別の角度から捉えなお
す。

山梨大学 45 0 前期

2 教養科目
「日本文化」のもつ諸相について、その由来
や意味などを学ぶ。

山梨大学 36 4 前期

3 教養科目
西洋の教育の歴史をたどりながら近代の成
立とその問題について考察する。

山梨大学 146 4 前期

4 教養科目

日本の書の歴史と表現形式を理解し書を鑑
賞し、手紙を書くことを通して書写力を高め
る。

山梨大学 79 1 前期

5 教養科目

Students will develop their
understanding and knowledge of
observations and findings with
reference to the relationship
between language, communication
and culture from a variety of
multidisciplinary perspectives.

山梨大学 23 0 前期

6 教養科目

子どもが育つために必要な環境や子どもを
育てる営みについて、基本的な事柄を理解
する。

山梨大学 54 4 前期

7 教養科目

Through health or social well-
being systems, we may find some
problems in the world. And also we
will try to be able to find some
solutions for them.

山梨大学 23 0 前期

8 教養科目

消費者市民社会の形成に向けて、私たち消
費者はどのように意思決定し行動していけ
ばよいか考える。

山梨大学 87 4 前期

9 教養科目

私たちの身の回りの電気・電子機器に目を
向け、エレクトロニクスの基礎を広い視野で
理解する。

山梨大学 76 0 前期

10 教養科目

山梨県の地場産業であるワイン製造や宝飾
産業に関連した科目として、ブドウ栽培、ワイ
ンの製法、無機材料等について学び、県内
産業の特徴を学習する。

山梨大学 117 9 前期

11 教養科目

大気圏、水圏、岩石圏、生物圏の構造と機
能、各圏の相互作用により構築される物質
循環システム、ガイア仮説等について学習
し、「地球システム」の視座を会得する。

山梨大学 86 0 前期

12 教養科目

発光を示す化合物に焦点を当て、分子が発
光する仕組みや分光法を科学的に理解する
と共に、工業製品への応用の面から、「光の
世紀」にどのように寄与できるかを考える。

山梨大学 47 0 前期

13 教養科目

日常的な事象の中にある問題を数学的に解
決することを通して，数学の面白さやよさに
気付く。

山梨大学 94 0 前期

14 教養科目

「障害」について基本的な知識を得た上で、
価値観の多様化する現代社会の一員として
のあり方について考える。

山梨大学 72 6 前期

15 教養科目

臨床医学の最新の内容をわかりやすい解
説、山梨県における地域医療の実情、対策に
ついての紹介を通じ、今後の医学の進歩の
方向性について理解する。

山梨大学 110 0 前期

16 教養科目

臨床医学の最新の内容をわかりやすく学
ぶ。山梨県における地域医療の実情、対策に
ついて知る。

山梨大学 145 1 前期

17 教養科目

人体の複雑な構造や機能、生命の仕組みや
その異常などについて理解し、ヒトの「命」の
科学的背景を広く理解する。

山梨大学 144 2 前期

№ 科目名 種類 概要 主幹大学
履修学生数

備考

ガイア仮説と地球システム科
学

光る分子の科学

医療の最先端

人体の生命科学

家庭の中のエレクトロニクス

ワインと宝石

日本事情Ⅰ

書の様式と鑑賞

こころと体の障害の理解と支
援

医工学と現代社会

数学的に考えるとは

Language and
Communication across
Cultures

保育と社会

消費者教育

Health System and
Well-being in the World

山梨大学から見る大学の歴史
と現在

教育史からみた近代
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18 教養科目

運動習慣を身につけることの重要性を認識
し、体力を高める方法論の基礎を学び、自ら
の体力を向上させるためのトレーニングプロ
グラムを計画できる知識を身につける。

山梨大学 88 5 前期

19 教養科目
不登校事例の検討を通して，発達臨床心理
学の考え方や支援のあり方について学ぶ。

山梨大学 65 2 前期

20 教養科目

「グローバルヘルス」とは世界に広がる「容認
できない健康格差」を是正するための様々
な取組みを指す。「健康」という視点で世界
の課題について考える。

山梨大学 42 0 前期

21 教養科目

The purpose of which is to
evaluate the ability of non-native
speakers of English to use and
understand standard English as it is
spoken, written and heard at
college and university level.

山梨大学 7 0 前期

22 教養科目

アカデミックな世界で生きていくために身に
つけておくべきコミュニケーション技法を学
び、大学での学びを支える基礎力を養成す
る。

山梨大学 19 0 前期

23 教養科目

文字資料（史料）以外のあらゆる物質的資
料を用いて人類の過去の営みを研究し、人
類史を復元する考古学の研究方法と現時点
での研究成果を学ぶ。

山梨大学 146 0 前期

24 教養科目

具体的な近代小説をとりあげ、それぞれの
作品において〈他者〉の問題がどのようにあ
らわれているかについて読み解くことによっ
て、私たちの日々の暮らしにとって言語表現
がどれだけ重みをもったものであるかにつ
いて考察し、理解を深める。

山梨大学 64 7 前期

25 教養科目
ピアノ実技を通して演奏体験を積み、音楽と
個人との関わりについて探求する。

山梨大学 19 3 前期

26 教養科目

We hope to give students an
opportunity to both reflect on their
own cultures and gain an
understanding of other cultures
through interaction with
classmates.

山梨大学 27 0 前期

27 教養科目

プラトンの初期対話篇とクセノフォンの『ソク
ラテスの思い出』を取り上げながら、ソクラテ
スの哲学について学ぶ。

山梨大学 46 1 前期

28 教養科目
楽典および音楽理論の基礎を学び、読譜力
の完成を目指す。

山梨大学 25 0 前期

29 教養科目

山梨県を含む日本各地の多様な住まい（民
家）を取り上げ、住居の材料・構法、間取り、
空間構成、住居規模・水準、外観デザイン、
住み方等にみる「地方性・地域性」の実態と
その形成要因について理解する。

山梨大学 40 1 前期

30 教養科目

生活の変容の過程と諸問題を浮き彫りにし、
生活形態、生活意識の多様性を理解すると
ともに、現代社会において必要な主体的な生
活設計・ライフデザインについて認識を深め
る。

山梨大学 94 1 前期

31 教養科目

金融市場の変化や仕組みに対する基本的な
知識を実際の現場に従事する講師を通じて
増やし、且つ、山梨県経済を中心とした動向
を広く理解する。

山梨大学 109 0 前期

32 教養科目
幼児期における特別支援教育の現状と課題
を理解する。

山梨大学 45 0 前期

33 教養科目

心理学がどのような内容をもつ学問分野な
のかについて知り、そのおもしろさの一端に
触れる。

山梨大学 101 3 前期

34 教養科目

実際の社会生活の場で問題となりうる法律
問題について、できる限り学生「みんな」の視
点で検討することにより、考える力、生き抜く
力を身に着ける。

山梨大学 57 0 前期

健康とスポーツの科学

グローバルヘルス入門

大学生のための言語表現

English for Studying
Abroad Ⅰ

不登校事例を通して学ぶ発達
臨床心理学

考古学について

小説における〈他者〉の問題

ピアノを弾こう

Intercultural
Understanding  through
Images

ソクラテスの哲学

音楽基礎研究

住まいの地方性

生活設計論

資本市場の役割と証券投資

幼児期における特別支援教育

心理学への誘い

みんなの法学
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35 教養科目

人の心に寄り添うということについての知識
を学ぶだけでなく、実際のワークを通して、
相手の立場に寄り添った心の支援を習得す
る。

山梨大学 46 1 前期

36 教養科目

特別な教育的ニーズのある幼児児童生徒に
対する理解を深めたうえで、教育工学的ア
プローチにはどのようなものがあるのか、そ
の基礎的事項と、可能な限り実践できるスキ
ルを習得する。

山梨大学 48 0 前期

37 教養科目

観光を取り巻く現状と課題について観光資
源、観光政策、観光解析等の視点から俯瞰
することで、観光政策科学の基礎を学ぶ。

山梨大学 17 0 前期

38 教養科目

数と三角関数について、種々な話題を扱うこ
とで、数学の歴史の一端や考え方などを学
ぶ。

山梨大学 49 1 前期

39 教養科目

マルチメディア処理の根幹を成す極めて重
要な基礎理論・技術であるシャノンの情報理
論とその周辺について講義を進める。

山梨大学 2 0 前期

40 教養科目

現代社会におけるエネルギーの流れを制御
しているパワーエレクトロニクスの基礎を学
ぶ。

山梨大学 0 0 前期

41 教養科目
各種発電所で発電された電気エネルギーを
需要地まで送る電力システムについて学ぶ。

山梨大学 2 0 前期

42 教養科目

計測対象の変量を電気信号として採取する
各種センサの原理、得られた電気信号をデ
ジタル化するまでの基礎的なアナログ回路、
デジタル化した信号を処理して有用なデー
タを得る基礎的デジタル処理を理解する。

山梨大学 17 0 前期

43 教養科目

社会の動きを自分の言葉で説明でき、グ
ループディスカッションを通して、性に関する
事項を幅広く理解していく。

山梨大学 50 0 前期

44 教養科目

運動学習にまつわる科学的知見から、自分
自身の運動への取り組み方や考え方を振り
返り、自分にとってどのような点をどのような
方法で改善していくべきかに関して指針とな
る知識を身につける。

山梨大学 180 2 前期

45 教養科目

病気のある子どもたちが幼児・児童・生徒期
において、治療を受けてどのように身体や心
に影響があったのか、大学生や社会人となっ
て、現在社会生活を営むうえで、どのような
困難さや課題に直面しているのかについて
学ぶ。

山梨大学 67 1 前期

46 教養科目

生活習慣、日々の行動と健康との関連につ
いての理解を深め、健康の保持増進に活用
できる実践的な知識を身につける。

山梨大学 46 0 前期

47 教養科目
高等教育機関における障害学生支援の理念
と障害者の基礎的知識について学ぶ。

山梨大学 30 0 前期

48 教養科目

女流日記『蜻蛉日記』・『和泉式部日記』、ま
たそれに準ずる性質をもつ私家集『建礼門
院右京大夫集』について学び、作品の特質
や文学的基盤への知見を得るとともに、女流
日記文学および日本文化への理解を深め
る。

山梨大学 非開講 非開講 前期

- 教養科目
心理学的な視点から人間への理解を深め
る。

山梨大学 83 13 前期

49 教養科目

人の心の働きを多様な視点から科学的に解
明しようとする考え方を解説し、日常の様々
な事象を心理学的に捉える土台をつくる。

山梨県立大学 5 187 前期

50 教養科目

倫理学という学問の基本的な考え方を学
び、それを通じて現実の倫理的問題を具体
的に考える力を養う機会を提供する。

山梨県立大学 23 84 前期

51 教養科目
幸福やしあわせについての哲学や思想を、
歴史的に追跡していく。

山梨県立大学 36 97 前期

52 教養科目

国際協力に関する基本概念を学び、地球市
民という視点から貧困問題・環境破壊など
の地球環境の課題について理解を深める。

山梨県立大学 0 0 前期

53 教養科目
社会の変化にしなやかに対応していくための
マインドのあり方、手法について学ぶ。

山梨県立大学 4 49 前期

観光政策科学概論A

生活習慣と健康行動

病気の子どもを取り巻く社会 の現状と課題

運動学習とスポーツ

教養としてのジェンダー

計測センシング工学

電力伝送工学

日本古典の女流日記文学

障害学生支援技術

人間理解の心理学

人間と心

倫理学

生と幸福

国際協力

VUCA時代のキャリアレジリ
エンス

パワーエレクトロニクス

情報理論

数と三角関数

心に寄り添うコミュニケーショ
ンスキル

特別支援教育工学
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54 教養科目

ものづくり現場の経営者や支援者8名から、
仕事の理念、これまでの好機・危機、未来へ
の戦略などを聞く。

山梨県立大学 3 10 前期

55 教養科目
地域社会の問題の根本にある問題点はなに
かを見つけるための技法を指導する。

山梨県立大学 1 6 前期

56 教養科目

自治体政策担当者の視点から、ワークショッ
プ形式により企画政策を立案するのに必要
となる基礎的な知識や考え方を指導する。

山梨県立大学 0 9 前期

57 教養科目
主に韓国語の「基礎」を学びながら、韓国の
文化や歴史に触れ異文化理解を深める。

山梨県立大学 4 31 前期

58 教養科目
法的なものの考え方「リーガル・マインド」を
身につける。

山梨県立大学 20 78 前期

59 教養科目

観光資源である自然や文化の保全と観光を
どのようにバランスさせていくかについて理
解する。

山梨県立大学 2 26 前期

60 教養科目

参加・共創型社会に求められるワークショッ
プデザインの技術・姿勢を実践的に学び、効
果的な対話の場をつくる能力を身につける。

山梨県立大学 1 16 前期

61 教養科目
ケーススタディ（事例研究）を通して、企業の
経営革新の意義とその手法について学ぶ。

山梨県立大学 0 4 前期

62 教養科目

日本の一地方である「山梨県」の特徴ある地
域資源に注目し、それらと豊かさを関連付
け、山梨県の豊かさがどのようなものなのか
を考えていく。

山梨県立大学 0 19 前期

63 教養科目

多文化化する地域における外国人住民の現
状を知り、その諸課題について理解する。多
文化共生社会の実現にむけた方途について
考察し実践する力を身につける。

山梨県立大学 0 15 前期

64 教養科目
社会制度としての「政治」の意義と役割につ
いて考える。

山梨県立大学 9 26 前期

65 教養科目

培ってきた常識や価値観を根底から揺さぶ
るような「異文化」の事象を取りあげながら、
そうした事象を理解するために文化人類学
者たちが苦心して編み出してきた「他者理
解」の方法について講義する。

山梨県立大学 2 34 前期

66 教養科目

文学や映画、雑誌などで洋装と和装がどの
ような価値を内包してきたのかを日本の伝
統的価値観から再考する。

山梨県立大学 2 6 前期

67 教養科目

グローバル人材に必要な教養力を身に付
け、特に山梨の特徴を様々な視点から学び、
自分の言葉で表現し、自らの考えやアイデア
の中に取り入れてゆく力を学ぶ（後継科目：
山梨の産業とグローバル化）。

山梨県立大学 1 5 前期

68 教養科目

科学技術がどのような人工物を作り出す必
要があり、私たちの生活に活かしていくこと
が可能なのかを問う視点から、最新の現場
における技術開発や世界的な研究動向を概
観して議論する。

山梨県立大学 0 7 前期

69 教養科目
U理論を理解し、社会の変革を起こす力を
見出す。

山梨県立大学 0 14 前期

70 教養科目

生活を取り巻くあらゆるヒューマンサービス
における、看護・福祉・保育の専門性の持つ
可能性と期待に気づき、専門知識を基盤と
する新たな"付加価値"創出の必要性と他分
野・他業種に発信・提供するアイディアの着
想を得る。

山梨県立大学 0 24 前期

71 教養科目

各種専門分野や他分野と協働して現場変革
を担うために必要なチームビルディングスキ
ルを学ぶ。

山梨県立大学 0 32 前期

72 教養科目

「海外にルーツを持つ子どもたち」のおかれ
た環境、背景を理解し、国、自治体、地域、
学校の取り組みを知り、彼らの成長を支える
ために組織として、また個人として何ができ
るか考える力を養う。

山梨県立大学 1 12 前期

73 教養科目

日本での現状と課題を理解し、課題解決に
むけた具体的な対応・取組みを考え、現場で
の実践ができるようになる。

山梨県立大学 1 16 前期

アートと現代社会（文学）

科学技術社会論

文化人類学

チームビルディングスキル

多分野連携イノベーション

U理論と自己理解

山梨の自然と文化

共生社会を創る～教育の場から～

政策づくりの技法

韓国語Ⅰａ

社会と法

地域しごと概論（経営マイン
ド）

問題発見の技法

社会と政治

地域資源の保全と活用

ワークショップデザイン

企業がチャレンジする経営革
新

地域の豊かさ

多文化共生地域課題2（多文
化社会における対人援助/外
国人と人権）

共生社会を創る～保健医療
福祉の場から～
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  32 2

45 1

48 1

75 教養科目
甲斐国の古代史を学ぶことによって、歴史学
という学問の方法や考え方を習得する。

山梨大学 43 5 後期

76 教養科目

企画する大人側と受け止め発展させる子ど
も側の諸現象を追い、質的研究の視点で読
み解き、子どもを取り巻く社会と子どもの内
的世界との新たな関係を論考する。

山梨大学 192 2 後期

77 教養科目
「日本文化」のもつ諸相について、その由来
や意味などを学ぶ。

山梨大学 28 4 後期

78 教養科目
各時代の文学作品と向き合いながら、ドイツ
語圏の文学史も概観する。

山梨大学 37 0 後期

79 教養科目

基盤から先端までのバイオテクノロジー、そ
れを用いた最先端の研究内容を現代生活に
関連する例も取り上げて紹介する。

山梨大学 22 0 後期

80 教養科目
日頃は意識されない身体動作の仕組みを、
「頭と身体で」理解する。

山梨大学 77 0 後期

臨床心理学を構成する人格・発達の理論，
精神病理の理論，心理アセスメント，心理療
法の基礎を学ぶことを通して，現代社会で
起こっている様々な心の問題について理解
し、心の問題と発症過程について具体的な
事例をもとに学び，臨床心理学の観点から
援助の仕方について理解する。

101 3

臨床心理学の基礎を学ぶことで、誰にでも
起こりうる心の問題についての理解を深め、
心の問題を抱えている人に対する支援のあ
り方を学ぶ。

37 1

82 教養科目

コンピュータネットワーク、プログラミング、
データマイニング、人工知能等に関する授業
を通して、コンピュータと人間の知的活動や
社会的活動との関係を理解する。

山梨大学 70 0 後期

83 教養科目

山梨と深く関わりのある水晶など決勝に関す
る科学を、講義だけでなく実験を通して理解
する。

山梨大学 11 0 後期

84 教養科目
水圏植物を例として生物または生命現象の
多様性と一様性を理解する。

山梨大学 24 0 後期

85 教養科目
自然現象を物理学の枠組みの中で捉え、理
解する態度を涵養する。

山梨大学 26 1 後期

86 教養科目

生理活性物質や高等生物等5つの異なる観
点から、生命を科学的に理解するための方
法やそれにより得られた知見、応用例を学
び、幅広い視点から生命を科学的に理解す
る。

山梨大学 42 0 後期

87 教養科目

プラスティックの作り方、見分け方、性質、機
能を理解し、今後も進化していくその将来像
についても考える。

山梨大学 61 0 後期

88 教養科目
世界遺産富士山をとりまくさまざまな知の体
系を学習し、多様な視点を養う。

山梨大学 184 17 後期

89 教養科目

教育を受ける権利の意義を歴史的にふまえ
ながら理解し、それが侵されている現状と是
正に向けた取り組みについて、一人ひとり考
えていく。

山梨大学 48 0 後期

90 教養科目

The aim of this class is to prepare
students to become successful
language learners by developing
the language learning skills
necessary for studying abroad at
the tertiary level.

山梨大学 4 0 後期

91 教養科目

世界遺産を中心とする文化財を映像で鑑賞
し、その成立背景を説明し、中世ヨーロッパ
の社会と世界観を学び、「もう一つの視線」
で文化に向き合う目を養う。

山梨大学 74 0 後期

教養科目 山梨大学 後期81

臨床心理学を学ぶ（金3）

クリスタルサイエンス

現代教育政策論

English for Studying
Abroad Ⅱ

ヨーロッパ中世の諸相

水圏植物の生物学

物理パズルで親しむ身近な自
然現象

生命を科学する

プラスチックの科学

富士山学

ドイツ語圏の文学

現代生活とバイオテクノロ
ジー

頭と身体の運動学

臨床心理学を学ぶ（月3）

人間とコンピュータ

74

データサイエンス入門（教育）
火3

後期
データサイエンス入門（教育）
木5

データサイエンス入門（教育）
金5

日本古代の政治と文化

子ども文化

日本事情Ⅱ

教養科目

ディジタル社会の「読み・書き・そろばん」で
ある「数理・データサイエンス・AIの基礎知
識と基本技能を習得する。

山梨大学
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 92 教養科目

大正後半から戦後までの川端文学の特徴を
整理し、同時に日本の近代文学が作られた
〈場〉について学ぶ。

山梨大学 63 7 後期

93 教養科目
現代社会における「体育」及び「スポーツ」に
関する基本的な事柄について理解する。

山梨大学 89 3 後期

94 教養科目

数学とは、論理的な証明の積み重ねによっ
て、一つの理論を築いてゆく学問である事
を学んでもらいたい。

山梨大学 17 0 後期

95 教養科目

現代における人間や社会の活動と情報化に
ついて理解し、現在起こっているの問題の把
握、また将来起こりうる問題へ指摘できるこ
とを目的とする。

山梨大学 48 2 後期

心理学的な視点から人間への理解を深め
る。

92 3

人間を理解するための心理学的知識を習得
する。

62 0

97 教養科目

大学入学をきっかけとして、アメリカ社会を
日本との比較を通して検討することにより、
「多様性の尊重・推進」に関する相対的な視
野を身につける。

山梨大学 48 3 後期

98 教養科目
日本語の歴史を振り返りながら、現代の日
本語表現について知る。

山梨大学 57 1 後期

99 教養科目

遊びの大切さ、コミュニケーションの意義、身
体を使った運動遊びを通して友達をつくり
その必要性を学ぶ。

山梨大学 45 4 後期

100 教養科目
健康や運動トレーニング情報を科学的知見
に基づいて解釈する。

山梨大学 38 1 後期

101 教養科目

効果的なコミュニケーションと健全な対人関
係を築く方法を理解し、実践できるようにす
る。

山梨大学 53 1 後期

102 教養科目

化学実験の事故を防ぎ、また、廃棄物で環
境を汚染することを避けるため化学物質の
知識を学ぶ。

山梨大学 11 0 後期

103 教養科目
都市計画に係る思想から技術・技法、法制
度について学ぶ。

山梨大学 12 0 後期

104 教養科目

身近な環境から地球規模の環境に至るまで
ものの見方の視点になっており，環境と生物
の相互作用を解明する。

山梨大学 6 0 後期

105 教養科目

This course aims to enable
students to understand
contemporary Japanese society,
including its minute details, by
examining social issues from
multiple sociological and
anthropological perspectives.

山梨大学 11 2 後期

106 教養科目

新しい「ドローイング」の解釈による作品制作
をはじめとして、「現代美術」の範疇で行わ
れてきた造形表現のいくつかを体験する。

山梨大学 20 0 後期

107 教養科目

管弦打楽器の特性や記譜などに関するリ
サーチと発表、および、それらを活かしたトラ
ンスクリプションや編曲、実演という実践的
音楽体験を通して、音楽についての総合的
知識やスキルを獲得する。

山梨大学 6 1 後期

108 教養科目

切り絵と文化との関わりや、切り絵の技法を
学び、自らが切り絵を制作することを通し
て、文化に対する見識を深める。

山梨大学 48 0 後期

109 教養科目
さまざまな美術の活動を知り、考えて、現代
社会への幅広い見方を探究する。

山梨大学 42 0 後期

110 教養科目

「障害」に関する全国的な諸課題や山梨県の
特別支援教育に関する諸課題を理解し、子
どもの発達に関係する促進および阻害する
要因についての知識を獲得する。

山梨大学 12 0 後期

111 教養科目

２０世紀最大の物理学上の発展であったアイ
ンシュタインの特殊相対性理論と一般相対
性理論を数理的に基礎から理解する。

山梨大学 42 0 後期

112 教養科目
未解決問題の核心を理解すると共に、地球
に対して興味・関心を持つ。

山梨大学 53 1 後期

教養科目 山梨大学 後期96
人間理解の心理学　水２

身近な健康情報を科学する

数学的見方

人と社会の情報化

人間理解の心理学　月５

運動遊び

一般相対性理論への招待

日本の近代文学

現代の体育・スポーツを考え
る

世界の中の日本

発達と障害

環境生態学

都市計画

安全環境化学

日本語表現の現在

現代美術入門

実演・楽器学～管弦打楽器の
特性 と実践的編曲法～

地球科学の未解決問題

切り絵と文化

美術の活動と社会

コミュニケーションと対人関係
スキル

大学入学から考える多様性と
アメリカ社会
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113 教養科目

超小型電動車に焦点を当て、その仕組み
を、その設計に関連した内容を物理的・数学
的・工学的に解説する。

山梨大学 9 0 後期

114 教養科目

「つながり」をキーワードに計算だけではない
「数学」という構造をグラフ理論やトポロジー
の話題を通して理解し、問題にトライすること
で論理的思考力と説明力を身につける。

山梨大学 66 0 後期

115 教養科目
社会の様々な問題を数理的に分析し，科学
的に解決するための数理モデルを学ぶ。

山梨大学 37 0 後期

116 教養科目
「気体を工具として用いる」という切り口で
「ドライプロセス」を中心に講義する。

山梨大学 14 1 後期

117 教養科目

鋳造・塑性加工・溶接・切削・研削・研磨の加
工について、加工法の概要・特徴・理論およ
び具体例を挙げ、社会での応用例を説明で
きるようにする。

山梨大学 17 0 後期

118 教養科目

人間と食品の関わりを理解するとともに、食
品中の成分を分子構造から理解し、食品中
の成分の役割を理解する。

山梨大学 3 1 後期

- 教養科目

心理学がどのような内容をもつ学問分野な
のかについて知り、そのおもしろさの一端に
触れる。

山梨大学 41 0 後期

- 教養科目

アカデミックな世界で生きていくために身に
つけておくべきコミュニケーション技法を学
び、大学での学びを支える基礎力を養成す
る。

山梨大学 11 0 後期

119 教養科目
人間と生活環境・自然環境の関係について
の基礎的理解力をつける。

山梨県立大学 0 41 後期

120 教養科目

異文化と異質な他者について考えることを
通じて、多様な視点、角度から考える習慣を
身につけ、自身の「常識」や「当たり前」を省
みる思考方法を修得する。

山梨県立大学 5 84 後期

121 教養科目

地域にありながらグローバルにチャレンジす
ることの意味について考え、地域資源の持つ
ポテンシャルについて認識する。

山梨県立大学 2 22 後期

122 教養科目

地域にありながらグローバルにチャレンジす
ることの意味について考え、地域産業の持つ
ポテンシャルについて認識する。

山梨県立大学 2 17 後期

123 教養科目

サービス・ホスピタリティの意味を理解し、さ
らにブランディングや付加価値創造について
事例を学ぶ。

山梨県立大学 1 18 後期

124 教養科目

観光サービス業をはじめ、あらゆる事業に欠
かせない高付加価値化。この土台となる考え
方と具体的な実践マネジメント方法を学ぶ。

山梨県立大学 1 8 後期

125 教養科目

新たな事業を企画立案・試行することを通じ
て、事業を生み出すためのプロセス及び手
法を実践的に学ぶ。

山梨県立大学 1 1 後期

126 教養科目
政策づくりのプロセスを学ぶとともに、相手
に伝わるプレゼンテーションを考える。

山梨県立大学 0 8 後期

127 教養科目
貿易実務の基本体系知識について、演習を
通して、海外営業の基本を習得する。

山梨県立大学 0 9 後期

128 教養科目

多文化共生社会における言語支援について
理解し、多文化共生に向けて自分には何が
できるのか考える。

山梨県立大学 0 7 後期

129 教養科目

事業戦略、知的財産の活用、マーケティン
グ、ファイナンス、M&Aをテーマとした一流
の取り組みに触れる。

山梨県立大学 1 2 後期

130 教養科目

主に韓国語の「基礎」を学びながら既にⅠa
で学んだ内容の続きとして、韓国の文化や歴
史に触れ異文化理解を深める。

山梨県立大学 2 25 後期

131 教養科目

「水」をテーマに、水循環や保全の実例を通
じた理解とその資源を価値創造に繋げる取
組を学び、自らが地域資源の価値創造を考
える。

山梨県立大学 0 8 後期

132 教養科目

ワインと料理の基本的な組み合わせのルー
ルについて理解してもらうとともに、実際に
体験的に学ぶ。

山梨県立大学 2 7 後期

133 教養科目
「作る」と「使う」の視点から私とまち（地域）
を結ぶまちづくりの技術・姿勢を学ぶ。

山梨県立大学 3 15 後期

134 教養科目
理論と実践の両輪で、地方創生の担い手た
る起業家を育成する。

山梨県立大学 0 2 後期

心理学への誘い

料理とワインのマリアージュ

食物科学入門

国際貿易実務

多文化社会とことば

グローバルビジネススキル

韓国語Ⅰb

付加価値を生む地域資源の
保全とブランド化

地域のチャレンジ1

地域のチャレンジ2

おもてなしマイスター養成講
座

観光実践マネジメント講座

事業づくり実践演習

政策づくり実践演習

まちづくりの思想と技術

超小型電動車の仕組みとその強度評価

環境論

文化とコミュニケーション

大学生のための言語表現（後
期）

加工学I

半導体プロセス工学

数理モデル入門

つながりの数学

アントレプレナーシップとスキ
ル
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135 教養科目
貨幣を巡る様々な考察を通じて、その本質
に迫る。

山梨県立大学 1 2 後期

136 教養科目
多文化共生社会の実現に向けた課題やその
解決策等を考察し理解する。

山梨県立大学 0 10 後期

137 教養科目

外国の方の住まいにかかわる課題につい
て、多文化共生に資する対話型プロジェクト
の企画・運営(実施)の方法を理解し、実際に
体験する。

山梨県立大学 1 1 後期

138 教養科目

それぞれの立場と役割を受け入れ合うこと
で、独りでは到達し得ない演劇創作を体験
する。

山梨県立大学 0 12 後期

139 教養科目

プログラミング、AI、ロボティクスなど
Society 5.0において不可欠になる情報技
術の背景にある考え方、トレンドの変遷につ
いて学ぶ。

山梨県立大学 0 0 後期

140 教養科目

グローバル人材に必要な教養力を身に付
け、特に山梨の特徴を様々な視点から学び、
自分の言葉で表現し、自らの考えやアイデア
の中に取り入れてゆく力を学ぶ（先行科目：
山梨の自然と文化）。

山梨県立大学 0 3 後期

141 教養科目
グローバル化・反グローバル化による現代政
治・経済・社会・文化の変化を講義する。

山梨県立大学 0 35 後期

16 21

14 91

17 93

43 114

144 教養科目

地域に関するプロジェクトの企画・実施など
を通じて地域が抱える問題を把握し、その
解決の糸口を探ることができる思考方法、活
動方法を実践的に学ぶ。

山梨大学 55 45 集中

145 教養科目
災害の定義と分類、災害のサイクルから、災
害の基本について学修する。

山梨県立大学 1 87 集中

146 教養科目

世界の教養を英語で学びグローバルマイン
ドを身につけ、自らの学びを発信するスキル
を育成する。

山梨県立大学 2 9 集中

147 教養科目

「まちづくり」「デザイン」の思考法をもとに実
際の地域課題の現場に入って企画提案を試
し、実践的な思考法やプロジェクト立案力を
身につける。

山梨県立大学 2 22 集中

148 教養科目

如何にして中長期的なトレンドを如何に予測
していくか、どのような未来戦略を描いてい
くか、有効な知識とスキルを習得する。

山梨県立大学 3 18 集中

149 教養科目
イノベーションを創造できる思考体系を身に
つける。

山梨県立大学 3 17 集中

150 教養科目

経営者等から、企業活動の理念や概要を伺
うと同時に、生産の現場を視察し、ものづくり
の仕組み、戦略を体感する。

山梨県立大学 0 12 集中

151 教養科目

多文化共生に関わる現場に足を運び、現場
の話を聴くことを通して、多文化共生の現状
と課題を肌で感じ、理解する。

山梨県立大学 0 16 集中

152 教養科目

事業をデザインしていく方法とそれを相手に
伝える方法（プレゼンテーション）を学び、実
践する。

山梨県立大学 1 15 集中

153 教養科目

「Mt.fujiイノベーションキャンプ」への参加
を通じて、社会に存在する課題を自分ごとと
して捉える課題の発見力や共感力を育む。

山梨県立大学 0 5 集中

154 教養科目

山梨ワインの魅力について座学と現地での
体験・視察を通して、産業・観光の両面から
学び、山梨の地域資源ワインについて初歩
的な内容について理解する。

山梨県立大学 2 23 集中

運動という刺激が身体へ及ぼす作用に関心
を持ち，科学的根拠に基づき何を実践すべ
きかを考える。

私たちに身近な主題を取りあげ、いかにそれ
が思想と密接であるかということを学ぶ機
会を提供する。

山梨県立大学

山梨県立大学

後期

後期

教養科目

教養科目

企業におけるレクチャーと現場
研修

多文化共生の現場を歩く

アイデア共創実践

ビジネス共創実践

フューチャーサーチ

災害支援

ローカルデザイン実践演習

トレンド予測の手法

スポーツ講義（池田）

哲学（池田）

142

143

芸術活動をとおした多様性協
働プロジェクト

哲学（飯田）

スポーツ講義（飯田）

グローバル化論

山梨の産業とグローバル化

情報学概論

やまなしワイン入門講座

金融リテラシー向上講座

イノベーション創造の基礎と実
践

グローバルマインドとスキル

多文化共生地域課題1（山梨
県の多文化化）

多文化共生を目指した地域課
題プロジェクト
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（留学生科目） 

 

 

155 教養科目

クライアント一人ひとりの病いの経験を受容
的に理解し、その物語に寄り添いながら、ク
ライアントと治療者がともに解決策を探索し
ていくナラティブ・アプローチについて学ぶ。

山梨県立大学 0 21 集中

156 教養科目

山梨県の代表的な観光資源について、その
特色や魅力そして感動を十分に伝える通訳
案内ができるようになる。

山梨県立大学 0 0 集中

157 教養科目
中国語圏の観光客に焦点を当てた、実践的
なガイド研修を行う。

山梨県立大学 0 1 集中

158 教養科目
季節に合った多様な視点で、山岳信仰など
の現代的な意義や概要を学ぶ。

山梨県立大学 0 11 集中

159 教養科目
「日本ワイン」をテーマに、明治期日本ワイン
に携わった人物にフォーカスを当て学ぶ。

山梨県立大学 1 10 集中

160 教養科目

事業理念の構築、マーケットリサーチ、商品
設計、ブランディングなど、一連の事業計画
策定の基礎的な手法を演習形式で学ぶ。

山梨県立大学 0 11 集中

161 教養科目
講座・ワークショップで体験し学び、受講者
が高いブランディング能力を習得する。

山梨県立大学 2 11 集中

162 教養科目
自然環境や歴史文化財を、多様な視点での
ツアーを通じて学ぶ。

山梨県立大学 非開講 非開講 集中

事業計画づくりワークショップ

ナラティブを聴く：病いの物語と文化理解

ブランディング基礎と実践

通訳入門実践

実用中国語

ネイチャーガイド演習1

ネイチャーガイド演習2

日本ワイン歴史マイスター養
成講座

山梨大学 山梨県立大学

163 留学生科目
日本語の初中級レベルの総合的なコミュニ
ケーション能力を向上させる。

山梨大学 4 1 前期

164 留学生科目

日本語初中級後半から中級前半レベルへの
4技能（読む・書く・聞く・話す）の実力アップ
を図る。

山梨大学 4 2 前期

165 留学生科目

話題に応じた適切な語彙や表現を豊かに
し、まとまりのある分かりやすい話し方を身
につける。

山梨大学 5 3 前期

166 留学生科目

アカデミックな場面などで必要とされるコ
ミュニケーション能力の向上のため、話題に
応じた適切な語彙や表現、専門的な話題や
現代社会の話題について話す力を習得す
る。

山梨大学 7 2 前期

167 留学生科目
レポートや学術論文などを書く力を養成す
る。

山梨大学 7 1 前期

168 留学生科目
ビジネス場面で使用される日本語の基本的
な表現力を身ににつける。

山梨大学 9 0 前期

169 留学生科目
大学で授業を受ける上での書く力、ノートを
取る力を養成する。

山梨県立大学 0 3 前期

170 留学生科目
読んだ情報、内容を口頭および書いて伝え
る力を育成する。

山梨県立大学 0 2 前期

171 留学生科目
日本語初級後半から中級前半レベルへの4
技能の実力アップを図る。

山梨大学 4 1 後期

172 留学生科目
初級後半から中級前半レベルへの4技能の
実力アップを図る。

山梨大学 1 1 後期

173 留学生科目

中上級，上級レベルに向け、読み物から必要
な情報を入手し、日本語で発信するための
技能の向上を目指す。

山梨大学 3 2 後期

174 留学生科目

レポートや論文などのアカデミックな文章を
書くために必要な論理的思考力と文章表現
力を向上させる。

山梨大学 3 3 後期

175 留学生科目

情報収集、文献調査、情報伝達、調査分析、
口頭発表などを通して4技能のレベルアップ
を目指す。

山梨大学 5 3 後期

176 留学生科目
JLPT N1レベル、JFスタンダードC2レベル
への到達を目標としたコース・演習形式。

山梨大学 2 4 後期

№ 科目名 種類 概要

日本語中級IB

日本語中上級I

日本語上級I

ビジネス日本語

アカデミックジャパニーズ
（Writing）

主幹大学
履修者数

備考

日本語初中級IA

日本語初中級IB

日本語上級Ⅱ

日本語LR

アカデミックジャパニーズ
（Reading）

日本語初中級ⅡA

日本語初中級ⅡB

日本語中級ⅡA

日本語中上級Ⅱ
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（看護教育分野：大学院） 

 

 

（幼児教育分野） 

 

 

（教職課程分野） 

 

山梨大学 山梨県立大学

177 大学院科目

排泄障害をもつ対象者を理解し、排泄障害
による問題や課題のある対象者に対する排
泄看護について学ぶ。

山梨大学 0 0 前期

178 大学院科目

世界に広がる「容認できない健康格差」を対
象とし、その解決のために看護が果たす役
割と課題について考える。

山梨大学 1 0 前期

179 大学院科目

看護政策と看護政策過程の理解を深め、地
方における医療・看護の現状と政策決定過
程を教授する。

山梨県立大学 0 6 前期

180 大学院科目

看護管理学の基盤となる諸理論をふまえ、
看護管理者あるいは専門看護師として変革
するための知識を学び、変革の能力を養う。

山梨県立大学 0 0 前期

181 大学院科目
コンサルテーションの概念、プロセス、タイプ
とモデル、技法を教授する。

山梨県立大学 0 3 後期

182 大学院科目

複雑な健康問題をもった対象の身体状況に
ついて系統的に全身を審査し、臨床看護判
断を行うために必要な知識と技術について
教授する。

山梨県立大学 1 2 後期

183 大学院科目

看護における倫理の概念を概観するととも
に、倫理原則、看護実践上の倫理的課題、倫
理的問題解決技法などについて深く追求で
きるように教授する。

山梨県立大学 0 0 後期

看護管理論

№ 科目名 種類 概要 主幹大学
履修者数

備考

国際看護学特論

排泄看護学特論

看護政策学

看護倫理学

コンサルテーション

フィジカルアセスメント

山梨大学 山梨県立大学

184 幼児教育

幼稚園における幼児の姿を観察し、ディス
カッションを行う事、また、理論学習や外部
講師による講話などから子ども理解を深め、
自身の考えを持てるようになる。

山梨大学 14 0 後期

185 幼児教育
保育者の役割、保育制度の情勢及び保育士
の制度的な位置づけ等について理解する。

山梨県立大学 1 0 後期

概要 主幹大学
履修者数

備考

継続観察実習

保育者指導

№ 科目名 種類

山梨大学 山梨県立大学

186 教職課程

19世紀イギリスの作家の作品を読み、使わ
れている英語表現や文化的背景等を理解
し、英語を通じて芸術と人間の関係について
考察することで、外国語教育の実践に生か
せる広い視野を獲得する。

山梨大学 8 1 前期

187 教職課程

現代アメリカの政治をジェンダー・差別・反
グローバリズムの観点から分析・説明・議論
する。

山梨県立大学 3 47 後期

備考

英米文学講読Ⅱ

欧米の国際関係

№ 科目名 種類 概要 主幹大学
履修者数


